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農業環境研究推進会議の開催

企画調整部 研究企画科

平成 年度農業環境研究推進会議が、３月３14

日と４日に、農林水産省行政部局および独立行政

法人、都道府県の研究機関関係者の出席の下に開

。 、催された 農業環境研究の一層の推進を図るため

農業環境研究についての要望等を受けるとともに

意見交換を行った。

<本会議>

本会議は、所外の 名、所内の 名が出席し32 23

14 15て開かれた 平成 年度の研究推進状況 平成。 、

年度のプロジェクト・研究会の予定等を報告した

後、農業環境研究に対する要望を聞いた。主な要

望は以下の通りであった。

●バイオマス・ニッポン総合戦略、京都議定書、

カルタヘナ議定書、化学物質の審査及び製造等

の規制に関する法律、自然再生推進法などの環

境に係わる政策の推進のための技術的アドバイ

スやデータの提供。

●食品安全基本法にリスクアナリシスの考え方を

導入し、カドミウム、ダイオキシン類等の食品

汚染問題に対処するための情報の提供。

、 、 、●水道用ダムの水質 硝酸溶脱 亜酸化窒素発生

イノシシ被害、ススキを含む野草地の保全、汚

泥入り発酵肥料、家畜糞尿処理、内分泌かく乱

物質などの課題の研究協力。

●農研機構の地域農業研究センターや都道府県の

研究機関と農業環境に係わる研究課題及び研究

成果の情報交換。

<研究推進部会>

研究推進部会は、所外の 名、所内の 名が37 51

出席して開かれた 「食品中カドミウム濃度に関。

する 新基準値が地域農業に及ぼす影響とCODEX

」 、 、その対策 の議題で ８名が話題提供をしたあと

活発な討論が行われた。

●話題提供者

今井秀夫 農業環境技術研究所化学環境部長

朝倉健司 農林水産省生産局農産振興課

技術対策室課長補佐

日笠裕治 北海道立中央農業試験場農業環境部

環境保全科長

飯塚文男 秋田県農業試験場次長

和田建夫 長野県農業総合試験場環境保全部長

稲原 誠 富山県農業技術センター土壌肥料課

伊藤邦夫 鳥取県農業試験場長

久保研一 熊本県農業研究センター

農産園芸研究所長

●水稲玄米中のカドミウム濃度を大幅に低減させ

る技術はできている。畑作物については、土壌

改良資材の施用、低吸収性品種の選択などの対

策がある。カドミウムを多く吸収する植物によ

り農用地土壌を浄化する研究を推進している。

●恒久的対策として客土された水田が畑に転換さ

れると、土壌の乾燥による亀裂が生じて下層土

からカドミウムが上がってきたり、根の深い畑

作物が下層土壌のカドミウムを吸収するおそれ

がある。

●リスク評価に基づいて、リスク管理を行ってい

ることをしっかり消費者に伝えることが大事で

ある。カドミウムに関するリスク評価とリスク

管理技術の開発についての成果は、農林水産省

および農業環境技術研究所のホームページ等を

通じて一般に公開されている。

<評価部会>

評価部会は、所外の 名、所内の 名が出席11 22

して開かれた。農業環境技術研究所から提出され

た 課題が主要成果として採択され、都道府県27

の研究機関から提出された４課題とともに農業環

境研究成果情報第 集として公表された。19


